
学校との連携を目指して

－ＥＳＤの視点を取り入れた森林環境教育の取組－

近畿中国森林管理局 箕面森林ふれあい推進センター 池田 克司

１ 課題を取り上げた背景

平成26年11月に、名古屋市において「持続可能な開発のた

めの教育（Education for Sustainable Development 略称Ｅ

ＳＤ）に関するユネスコ世界会議」が開催され、このＥＳＤ

が提唱されて10年の成果とこれからの取組について議論され

閉幕しました。

この世界会議の併催イベントとして、林野庁主催で「森林

環境教育の充実とＥＳＤの推進」と題したセミナーが行われ、

パネラーとして箕面森林ふれあい推進センターの所長も参加

し、箕面における森林環境教育の取組を報告しました。この

セミナーでは、「森林･林業に関わる活動には、持続可能な開

発の概念が備わっており、森林環境教育をとおして学ぶこと

で、持続可能な社会を作るための人材育成に繋がる」として、

森林環境教育によるＥＳＤの推進が提起されました。

また、平成28年5月改正の森林・林業基本計画においても、

森林環境教育等の充実の項で、「ＥＳＤの取組が進められて
いることを踏まえ、教育関係者との連携や探求的な学習での ユネスコ世界会議併催イベント

森林の活用等、体験・学習する機会の提供などを推進する」

との記述がされ、林野庁のＨＰにも、「森林環境教育の推進」のページで、「森林環境教育とＥＳ

Ｄ」の項目が作られ、森林環境教育において、ＥＳＤを意識した取組が求められています。

２ 経過

環境教育の事例収集や森林環境教育を行う市民団体等のネットワーク化は、文部科学省、環境省、

各府県の教育委員会などで行われており、ＨＰでの優良事例の紹介や発表会も行われていますが、

森林をフィールドとした環境教育の事例紹介は、まだまだ少ないのが現状です。さらに、実際には

各地で多くの森林環境教育の活動が取り組まれていますが、森林教室や自然観察・木工クラフトな

ど、体験を主体とした行事も多く、森林が持つ持続可能性や生物多様性、人の暮らしと持続的な関

わりや文化的な側面など、森林が持つ「持続可能な開発」に繋がる側面を活かしきれていないと感

じていました。

このため、活動団体に、ＥＳＤの視点・考え方を意識してもらうことで、森林環境教育が探求的

なものとなり、教育機関との連携など、活動がより拡がるのではとの思いを持ちました。

また、教育現場では、「生きる力」を育成するため「主体的・対話的で深い学び」に取り組むと

しており、体験から学ぶ場として森林を活用した環境教育が適していることを知ってもらうため、

多様な事例の収集が必要と考えました。

当センターが箕面市の教員を対象として平成16年度から取り組んでいる森林環境教育教員研修の



教員アンケート結果からは、教員の意見は、「森林環境教育は必要であると理解した」「条件を考

えなければ実施したい」との回答が常に９割を超えている半面、現実としては「実施することは難

しい」との回答になっており、理由は「授業時間の確保が難しい」「企画案の作成が難しい」「指

導する技術がない」などとなっています。教員にとって森林環境教育の必要性は理解しても、実際

に授業に取り入れていくにはハードルが高いものとなっています。

また、学校との連携を望んでいる団体は「話をしてもなかなか受け入れてもらえない」「どのよ

うにアプローチをすればよいかわからない」などの悩みを持ち、どのようにすれば学校と活動団体

が連携できるのかを考えていく必要がありました。

そこで「森林環境教育をとおして学ぶことで、持続可能な社会を作るための人材育成に繋がる」

ということを実践していくため、活動団体と教育機関との連携を考えるきっかけとなる場を企画す

ることを考えました。

３ 取組結果

平成28年1月25日に初めて企画した森林環境教育（森林ＥＳ

Ｄ）活動報告・意見交換会では、「森林を活用した森林環境教

育を実践している団体等の活動報告」の実践事例を募集し、

応募のあった14団体が発表を行い、42団体84名が参加しまし

た。

発表した14団体の内訳は、NPO等８団体、企業関係３社の他、

教育委員会、高等学校、森林インストラクター会などバラエ

ティに富んだ団体が集まりました。また、発表も森林での体

験・学習活動だけでなく、大学生が指導者として成長してい

くことを伝えたり、山から海までの関わりを学ぶもの、里山

の恵みから学ぶもの、水源としての森林に重点を置いたもの

など、多様な活動が報告されました。

アンケート結果からは、「ＥＳＤへの理解が深まった」「今

後の活動に役立つ」と８割を超える回答を得たことや「ＥＳ

Ｄの視点を活動に取り入れたい」と5割近い回答を得るなど、

森林ＥＳＤの普及に繋がるものとなりました。次期開催への

要望も多く、学校との連携や先生との意見交換の場を求める声が出

されていました。

平成28年度に2回目を企画するにあたり、参加者の意見を踏まえ、

教育機関と活動団体の連携を促進することに目的を絞り、学習指導

要領改訂のタイミングでもあった

ことを意識して、内容を検討しま

した。

新しい学習指導要領では、「生き

る力」を育むため、問題解決型、

参加体験型の学習が重視され、課

題の発見・解決に向けた「主体的

・対話的で深い学び」を重視してい
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くことや、「社会に開かれた教育課

程」の実現について、学校が地域と

連携して外部の専門家によるサポー

トを受けて授業を行うしくみが検討

されていました。

そうしたことを踏まえ平成29年1月

28日に開催した2回目の活動報告・意

見交換会では、「学校と地域団体等

が連携・協働して、授業の中で取り

組む森林環境教育」の実践事例を募集し、6事例を13団体が発

表し、48団体87名が参加しました。

発表団体13団体の内訳は、小学校4、中学校1、大学1、NPO等

5団体の他、企業、インストラクター会で、ひとつの事例を教

育機関側と活動団体側それぞれの視点から発表してもらいまし

た。

発表では、小・中学校の先生から授業時間の確保の難しさや

経費の問題も出されましたが、森林での活動だけでなく、生

徒の積極的な学ぶ姿勢や教科をまたいで学習効果が生まれて

いること、活動団体によるサポートが必

要と思っていることなど、授業にどう生

かされているかを先生の発表から知るこ

とができました。

一方、活動団体側からは経費や人員確

保に苦労しながらも、活動の意義や意識

が高まったこと、様々な組織・団体と連

携することでの活動の拡がりに繋がった

こと、などの成果が報告されました。

また、講演や意見交換会も行い、文部

科学省の地域・学校支援推進室長による

「地域学校協働活動」についての講演や

「森林ＥＳＤで大切にしたいこと」をテ

ーマにした参加者による活発な意見交換

・交流が行われました。

アンケート結果からは、学習指導要領

の改訂内容を初めて知った参加者が6割

いたことや、連携について取り組みたい

と5割から回答を得るなど、新たな学び

と今後の活動に繋がるものとなりました。

各発表団体には、単に活動内容につい

て発表してもらうだけでなく、森林環境

教育の視点、ＥＳＤの視点及び学習指導
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要領の視点などから活動の分析をしてもらい、「森林環境教育（森林ESD）プログラム分析シート」

にまとめてもらいました。この分析シートの作成にあたっては、京都教育大学の山下宏文教授の指

導を受けながら、2年をかけて項目を整理して作ることが出来ました。

この分析シートでは、特にＥＳＤの視点で見つめ直すとの趣旨から、ＥＳＤで重視する能力・態

度の７項目を示し、活動をこれらの項目に沿って分析してもらいました。

発表団体からは、「ＥＳＤの視点によって自分たちの活動の足りない部分が明確となった」「こ

れらの視点を持つことの必要性を感じた」「これまで独自に森林環境教育を実施してきたが、学校

との連携を意識するようになった」「学校にアプローチをしてみようと思った」「他団体のシート

内容が参考になった」との意見が出され、体験だけで終わらない学習プログラムとして考えていく

ことの必要性や森林環境教育の視点、ＥＳＤの考え方について理解を深めるものとなりました。

「森林環境教育をとおして学ぶことで、持続可能な社会を作るための人材育成に繋がる」という

ことを実践するために取り組んだ2回の成果について整理すると、

活動団体としては、

１．ＥＳＤや学習指導要領について知るとともに、実践事例を分析シートで分析することで、「持

続可能な社会を作る」という視点を持つことの必要性を認識し、

◎「ＥＳＤと学習指導要領の視点から活動を見つめ直すことができたこと」

そして、活動団体・教育関係とも、

２．ＥＳＤの視点を含む分析シートによる分析によって、自分たちの活動の足りない部分が明確と

なったことや、他団体の分析シートから学んだことで、今後の活動の方向を検討するきっかけとな

ったことなど

◎「活動の中で足りなかった方向性や活動の視点を知ることができたこと」

３．森林環境教育は、持続可能な社会づくりの人材育成の場に適していることや新しい学習指導要

領で示されている深い学びの実践の場となることを知ることで、

◎「森林を活用した学習が、探求的な学習プログラムとなることを知ることができたこと」

４．活動の成果をＥＳＤの視点などで示すことで理解が深まることや、学校との連携を意識したり、

アプローチをしてみようとの意識が生まれたこと。また、先生からサポートが必要との意見を聞い

たり、学校と地域団体が連携して取り組む地域学校協働活動の仕組みを作ろうとしていることなど

を知ったことで、

◎「学校・先生と活動団体との連携を図るための手掛かりを知ることができたこと」

などが、取り組みの成果であったと考えています。

そして、箕面森林ふれあい推進センターでは、2年間の森林環境教育の実践事例をまとめた事例

集を作成し、冊子での配布とＨＰへの掲載を行い、成果の普及・活用を図っています。

また、この取り組みにあたって、1回目は環境省や大阪府の関係機関と共催し、2回目は国土緑化

推進機構及び近畿の環境系ＮＰＯ団体等をまとめるエコネット近畿と共催したことと、文部科学省

の後援を受けたことで、森林管理局関係だけでなく多様な活動団体や教育関係者が集まり、様々な

活動事例の発表や参加者同士の多くの交流が生まれました。そして、こうした学び・交流の場を続



けてほしいとの意見が多くありまし

た。

４ 今後の取組

第3回を平成30年1月27日に計画して

おり、今年度の取り組みにあたっては、

平成30年度から新学習指導要領が反映

される幼稚園などの幼児教育にも視点

をあてて、幼児教育との連携と小学校

以上での連携の取組事例を募集しまし

た。8事例12団体の発表が決まり、幼

児期での森林体験についても、新た

な学びと活動団体の交流が深まる機

会になればと考えています。

そして、森林環境教育の実践を活動の

柱に持つ箕面森林ふれあい推進センター

が、森林環境教育の実践と森林ＥＳＤの

普及・情報発信、森林で活動する団体に

とっての学び・交流の拠点のひとつと認

識してもらえるように、これからも取り

組んでいきます。
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